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７９ 「授業支援カード」、学習支援パックの活用 

静岡県 浜松市立蜆塚中学校 
 

 基本データ    テーマ・活動のねらい等  
 
所在地 浜松市中区蜆塚二丁目 

１５－１ 

児童生徒数 394 人 

教職員数 30 人 

蔵書数 10,414 冊 

年間貸出冊数 3,195 冊  

  
【テーマ】公共図書館、地域との連携体制、ネットワークの構築 

【活動のねらい】 

 校内の蔵書で対応できない場合、域内の公立図書館の蔵書を活用
することで、子供たちのニーズに応じた資料を提供し、生徒の課題
解決的な活動を支援することをねらいとしている。 

 

 
 
 

（１）「授業支援カード」の活用 

 浜松市公立図書館では、授業で活用する資料の

貸出用に「授業支援カード」を発行している。 

 「授業支援カード登録申込書」へ記入、図書館

窓口で申請すると、３週間を期限として上限

40 冊の図書等を借りることが可能になる。 

 本校でもこの制度を積極的に活用し、公立図書

館の図書資料を活用した授業を展開している。 

授業支援カード登録申込書 
 

【授業支援例】 

 第３学年 国語科 「状況を捉え、人の生きる

姿や社会について考えを深める」 『故郷』他 

 構想した単元 

①教科書教材の『故郷』を読み、人間の生き方

や在り方について自分の考えをもつ。 

②そこで身に付けた力を活用し、自分が選んだ

作品を読み進める。 

③その本の中に見えた人間の生き方や在り方

に対する考えをもち寄り、読書座談会で自分の

考えをさらに深める。 

 本単元を進めるにあたっては学校図書館の蔵

書だけでは対応しきれないため、浜松市立中央

図書館の指導主事との打ち合わせを経て選書

を行った。 

 

（２）学習支援パックの活用 

 浜松市公立図書館には、「学習支援パック」と

いうサービスがある。 

 これは、各教科等の学習や調べ学習で活用でき

る図書資料をコンテナにパック詰めしたもの

を貸し出すサービスである。 

 学校の蔵書で対応できない場合、浜松市立中央

図書館に「学習支援パック」の貸出の申し込み

をすると、近隣の図書館でそのパックを受け取

ることができる。 

 本校では、このサービスを活用し、公立図書館

の図書資料を授業内で活用し、学習活動の充実

を図っている。 

例：国語科における多読を取り入れた授業、総

合的な学習の時間における職業調べ学習、修学

旅行の事前調べ学習 等 

学習支援パック 教科別目次（抜粋） 「修学旅行」
パックのイメージ 

取組・活動の概要 
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学習支援パック貸出申込書 
 
 

 
 
 

 「図書資料の積極的な活用を図りたい教員の

ニーズにどう応えるか」が重要であると考え、

学校図書館担当教員が、教員と公立図書館をつ

なぐ窓口となって対応する。 

 近隣の公立図書館のサービス内容を確認、学校

図書館運営に活用できるものを吟味して教育

活動に活かし、実践内容を評価して改善策を協

議・検討する、という一連の流れをおさえなが

ら、公立図書館との連携の在り方を模索するこ

とが重要。 

 
 

 
 

 実践事例においては、文学的文章だけではなく、

絵本など子供たちの実態に合わせた選書をし

たことで、授業において進んで本を手に取り、

読み進める生徒の姿が見られた。 

 また、各々が登場人物の設定や物語の背景に着

目し、人間の生きたや在り方について、自分な

りの考えをもつことにつながった。 

 公立図書館の豊富な資料を活用することがで

きるため、子供たちのニーズに応じた支援をす

ることができる。 

 貸し出された「学習支援パック」の内容が、蔵

書購入の際、選書の参考となるため、蔵書の充

実につながっていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組・活動の工夫や特徴 

取組・活動の成果や今後の展望 


